
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊２０００字原稿用紙 ・「ＨＯＷ ＴＯ 読書感想文」は 配布します。 

 
１ 対象図書：自由図書・課題図書（下記の図書） 

（教科書、副読本、雑誌、パンフレット類、日本語以外の図書は対象外） 

２ 字数 ２０００字以内（題名・氏名は字数に入れない） 
３ 校内提出 ９月１日（金）（2学期始業式の日）  

第 69回 青少年読書感想文全国コンクール 課 題 図 書＜高等学校の部＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 書   名 著 者 名 出版社 本体価格 

１ ラブカは静かに弓を持つ 安壇 美緒 集英社 1760 円 

２ タガヤセ！ 日本 白石 優生 河出書房新社 1562 円 

３ 昆虫の世界 虫たちは今日も地球を回す ｱﾝﾇ･ｽｳﾞｪﾙﾄﾙｯﾌﾟ=ﾃｨｰｹﾞｿﾝ 辰巳出版 1980 円 

プラスチックを食

べるミールワーム、

食べ物や日用品に

貢献するミツバチ、

傷を癒すニクバエ、

農耕や牧畜をする

アリ、子煩悩なハサ 

ミムシ、水中で音

楽を奏でるミズムシ。ノルウェーから

届いた、「知ること」の楽しさに満ちた

ネイチャー・ノンフィクション。わた

したちヒトは、昆虫に包囲されている。

女性昆虫学者が語る奇妙で、美しく、

風変りな虫たちの話。 

農業ってこんなに

面白い！若き官僚

ＹｏｕＴｕｂｅｒ

として多くのメデ

ィアにも登場する

著者が、最新の農業

から、実はスゴい日

本の農作物のこと、 

さらには日本の農

業の未来までを語る１冊。ＡＩによるス

マート農業（ドローンや無人トラクター

も活躍！）から品種改良のヒミツ（Ａ５

ランクはおいしさの基準じゃない）ま

で。現役官僚ＹｏｕＴｕｂｅｒが全力で

“推す”農業の世界！ 

少年時代、チェロ教
室の帰りにある事

件に遭遇。以来、深
海の悪夢に苦しみ
ながら生きてきた

橘樹。 
ある日、上司の塩坪
から呼び出され、音

楽教室への潜入調
査を命じられる。目
的は著作権法の演 

奏権を侵害している証拠をつかむこと。
橘は身分を偽り、チェロ講師・浅葉のも
とへ通うが、やがて彼の演奏に魅了され。 

心震える“スパイ×音楽”小説！     
2023年本屋大賞第２位 

Ｎｏ．４ 

２０２３年 
７月１４日発行 

ぜひ この夏、すてきな本に出会い、 

自分の心に残った感動を読書感想文に表現してみよう。 

本を読んで、何を感じ、何を考え、心がどう動いたか？ それを自分の言葉で生き生き

と表現すれば、最高の読書感想文になります。ぜひ、チャレンジしてください。 

提出された感想文の中から優秀作品（学校代表）を選んで、第 69 回青少年読書感想文全

国コンクール（阪神高校支部）に応募します。すばらしい作品を期待しています。 

 

★夏の特別貸出： 一人１０冊まで！ 返却日：９月１日 

★夏休み中の図書館開館日  （開館時間 ９：００～１７：００） 

★７月２４日（月）～２８日（金） ★８月２１日（月）～２５日（金） 

『ラブカは静かに弓を持つ』 『タガヤセ！日本』 『昆虫の惑星』 

読書の夏！ 
この夏、君は、心に残る本に出会う！ 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1499142870/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5zb3phaS5yZHkuanAvc2hpcm9rdXJvLzAyL25hdHUxL3NvemFpLzA4LmpwZw--/RS=%5eADBRsrinYNroNe5Fm0p8d9EikyIiJY-;_ylt=A2RivbFVyVlZoB0AYjuU3uV7


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★★ 新 着 図 書 案 内  ★★★   著 者   出版社  分 類 

君が残した贈りもの 藤本ひとみ 講談社 913 日本文学 

この夏の星を見る 辻村深月 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 913 日本文学 

世界でいちばん透きとおった物語 杉井光 新潮社 913 日本文学 

世界は「 」を秘めている 櫻いいよ PHP 研究所 913 日本文学 

コメンテーター 奥田英朗 文藝春秋 913 日本文学 

ヨモツイクサ 知念実希人 集英社 913 日本文学 

戦物語 西尾維新 講談社 913 日本文学 

青春サプリ。 [9]／夢をあきらめない 田中夕子ほか ポプラ社 913 日本文学 

5 分後に奇奇怪怪のラスト エブリスタ∥編 河出書房新社 913 日本文学 

白ゆき紅ばら 寺地はるな 光文社 913 日本文学 

遠い空の下、僕らはおそるおそる声を出す 野中ともそ 光文社 913 日本文学 

扉をひらく哲学 中島隆博ほか 岩波ジュニア新書 100 哲 学 

第５６回 夏休みの本 

高等学校の部 

 

 

【緑陰図書】 

 

全国学校図書館協議会 選定 


